


副組合長理事
坂本　朋子（大原）

総務・経済担当常務
岩本　光雄（全域）

副組合長理事
竹島　正信（向島）

信用・共済担当常務
稲本　真治（全域）

代表理事組合長
田村　義明（神足）

代表理事専務
長谷川俊孝（全域）

理事

第25回通常総代会開催

▲ 挨拶される冨阪裕一組合長

◀ 議長を務める小田富久氏
　

Ｊ
Ａ
京
都
中
央
は
６
月
24
日（
木
）、第
25

回
通
常
総
代
会
を
京
都
市
内
の
リ
ー
ガ
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
よ
り
、総
代
参

集
は
出
来
る
限
り
行
わ
ず
に
感
染
防
止
対

策
を
徹
底
し
た
上
で
、時
間
短
縮
等
の
規
模

を
縮
小
し
て
開
催
を
し
ま
し
た
。
総
代
定

数
５
０
２
名
の
う
ち
欠
員
が
16
名
、実
出
席

者
18
名
、事
前
に
議
決
権
行
使
書
に
議
決

権
行
使
を
頂
い
た
書
面
出
席
４
５
１
名
の
合

計
４
６
９
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
冨
阪
裕
一
組
合
長
は
、

「
２
０
２
１
年
度
は
、第
８
次
経
営
刷
新
３
ヵ

年
計
画
の
最
終
年
度
と
し
て
、『
農
業
所
得

の
最
大
化
、担
い
手
の
育
成
・
支
援
等
の
農

業
生
産
の
維
持
拡
大
』と『
豊
か
な
地
域
社

会
の
実
現
』と
持
続
可
能
な
収
益
性
の
確
保

に
よ
る『
将
来
に
わ
た
る
組
合
員
・
利
用
者

並
び
に
地
域
住
民
へ
の
総
合
事
業
に
よ
る
機

能
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
維
持
』に
向
け
た
支

店
・
事
業
所
等
の
再
編
整
備
を
、組
合
員
を

は
じ
め
利
用
者
、地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
理

解
を
得
な
が
ら
、役
職
員
一
同
一
丸
と
な
り

取
り
組
ん
で
い
く
」と
力
強
く
挨
拶
を
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
、議
長
に
大
原
野
地
区
総
代
の
小

田
富
久
氏
を
選
出
し
、議
事
に
入
り
ま
し

た
。

　

第
１
号
議
案【
第
25
年
度
事
業
報
告
及
び

剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て
】第
２
号
議
案【
第

26
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
】第
３

号
議
案【
共
済
規
定
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
】

な
ど
６
議
案
が
審
議
さ
れ
、全
議
案
を
原
案

通
り
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
第
６
号
議
案
の
役
員
の
選
任
に
つ
い

て
は
、投
票
立
会
人
に
西
部
、齋
藤
秀
作
氏（
大
原
野
）、南
部
、原

田
秀
樹
氏（
向
島
）、北
部
、堀
内
眞
治
氏（
市
原
野
）を
指
名
し
て

投
票
を
行
い
、29
名
の
新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

新
体
制
決
ま
る

　

第
６
号
議
案
の「
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
が
承
認
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、新
役
員
に
よ
る
理
事
会
及
び
監
事
会
が
開
催
さ
れ
、代

表
理
事
組
合
長
に
田
村　

義
明
氏（
新
任
）、副
組
合
長
理
事
に
竹

島　

正
信
氏（
新
任
）、坂
本　

朋
子
氏（
新
任
）、代
表
理
事
専
務

に
長
谷
川　

俊
孝
氏（
再
任
）、総
務
・
経
済
担
当
常
務
理
事
に
岩

本　

光
雄
氏（
再
任
）、信
用
・
共
済
担
当
常
務
理
事
に
稲
本　

真

治
氏（
再
任
）、代
表
監
事
に
島　

一
嘉
氏（
新
任
）、常
勤
監
事
に

中
井　

勝
司
氏（
新
任
）を
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

新
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。
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山下　康弘
（久世）

西田　誠
（大原野）

木村　作彦
（向日市）

吉田　正幸
（大山崎）

藤井　俊一
（海印寺）

小野　洋史
（乙訓）

理事

村上　貴美代
（大原野）

中嶋　直己
（向島）

佐々木　卓
（洛南）

山下　貞夫
（久世）

山本　栄治
（高雄）

山本　壽典
（大原）

担い手組織女性組織

奥村　和義
（全域）

安達　章雄
（南部）

奥田　健治
（北部）

中井　勝司
（全域）

島　　一嘉
（西部）

乾　　清江
（羽束師）

代表監事常勤監事監事

物部　　礎
（花脊）

堀内　門重
（市原野）

玉川　勝太郎
（岩倉）

岡島　政好
（淀）

長谷川　博司
（羽束師）

田
村
新
組
合
長
就
任
あ
い
さ
つ

拝
啓　

時
下
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
こ
の
度
、冨
阪
裕
一
代
表
理
事
組
合
長
の
退
任
に
伴
い
、去
る
6
月
24
日

開
催
の
第
25
回
通
常
総
代
会
で
の
役
員
選
任
の
後
、理
事
会
に
お
い
て
、代
表
理

事
組
合
長
に
選
任
さ
れ
、そ
の
重
責
を
拝
命
い
た
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
京
都
中
央
の
基
本
理
念
で
あ
る「
健
全
経
営
」、「
組
合
員
主
体
の
運
営
」

の
も
と
、前
組
合
長
の「
豊
か
な
地
域
社
会
の
実
現
」に
向
け
た
取
り
組
み
を
継

承
し
、微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、組
合
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ま
と

Ｊ
Ａ
京
都
中
央
の
発
展
の
た
め
全
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
事
業
並
び
に
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
が
大
変
厳
し
い
中
、浅
学
菲
才
の
身

で
あ
り
ま
す
が
、専
心
職
務
に
精
励
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、組
合
員
の

皆
さ
ま
並
び
に
地
域
の
皆
さ
ま
の
格
別
な
る
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
は
略
儀
な
が
ら
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

敬
具

　
　

令
和
３
年
7
月
吉
日

京
都
中
央
農
業
協
同
組
合

　

代
表
理
事
組
合
長　
　

田
村　

義
明

　

略
歴
は
次
の
通
り

「
代
表
理
事
組
合
長
」

　

田
村　

義
明（
た
む
ら
・
よ
し
あ
き
）

平
成
15
年
6
月
京
都
中
央
農
業
協
同
組
合
神
足
支
店
地
域
運
営
協
議
会
長

に
就
任
、平
成
18
年
6
月
か
ら
京
都
中
央
農
業
協
同
組
合
理
事
に
就
任
、平

成
21
年
6
月
か
ら
京
都
中
央
農
業
協
同
組
合
副
組
合
長
理
事
を
務
め
る
。

昭
和
15
年
1
月
1
日
生
ま
れ
、81
歳
。
長
岡
京
市
出
身
。
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本
格
的
に
就
農
し
た
の
は
、約
10
年

ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。
今
は
、母
親
・

兄
と
協
力
し
て
農
業
に
努
め
て
い
ま

す
。

―
栽
培
面
積
、規
模
、主
な
作
物
は
？

２
６
０
㌃
で
す
。
圃
場
は
、
古
川
・

菱
川
・
巨
椋
池
を
メ
イ
ン
に
し
て
い
ま

す
。主

な
作
物
は
新
羽
二
重
の
も
ち
米

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
採
れ
た
も
ち

米
を
、加
工
の
原
材
料
と
し
て
生
産
・

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―�
な
ぜ
、も
ち
米
を
栽
培
し
よ
う
と

思
っ
た
の
か
？

母
親
が
、趣
味
程
度
の
規
模
で
お
餅

を
近
所
の
出
張
所
で
販
売
し
て
い
た
の

で
す
が
、そ
の
販
売
し
て
い
る
様
子
を

見
て
、よ
り
規
模
を
拡
大
し
て
販
売

を
行
え
る
の
で
は
な
い
か
。
と
考
え
、

今
ま
で
よ
り
圃
場
も
大
き
く
し
、本

格
的
に
就
農
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

―�

病
害
虫
対
策
な
ど
、苦
労
す
る
こ

と
は
？

昨
年
か
ら
、ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
と
ジ
ャ

ン
ボ
タ
ニ
シ
が
大
量
に
発
生
し
た
こ

と
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
今
年
は

４
０
０
枚
近
く
の
水
稲
の
苗
を
作
り

ま
し
た
。
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
予
防
に

フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
を
使
用
し
ま
し
た
が
、

例
年
よ
り
多
く
念
入
り
に
使
用
し
ま

し
た
。

―
主
な
販
売
先
は
？

道
の
駅
や
直
売
所
が
メ
イ
ン
の
販
売

箇
所
で
す
。

約
10
拠
点
に
毎
日
作
っ
た
お
餅
を

配
達
し
て
い
ま
す
。
京
丹
波
町
や
、や

ま
し
ろ
地
域
等
に
も
販
売
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、農
協
で
無
人
販
売
機

を
購
入
し
自
宅
前
で
も
販
売
を
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
お
客
さ
ん
や
、店
舗

で
買
わ
れ
て
い
た
方
が
無
人
販
売
機

が
便
利
だ
と
買
い
に
来
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

―
一
日
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

７
時
頃
か
ら
10
時
頃
ま
で
、お
餅

を
作
っ
て
い
ま
す
。
大
体
毎
日
４
０
０

個
ぐ
ら
い
、全
て
手
作
業
で
作
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
か
ら
各
販
売
所
へ
家
族

と
協
力
し
て
配
達
を
行
い
ま
す
。

15
時
頃
に
家
に
戻
り
、そ
こ
か
ら

各
圃
場
の
水
回
り
の
チ
ェッ
ク
や
、今

の
時
期（
６
月
）で
し
た
ら
そ
こ
か
ら

田
植
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
取
り
組
み
た
い
こ
と
は
？

イ
チ
ゴ
の
栽
培
に
興
味
が
あ
り
ま

す
。以前

に
、愛
知
県
の
農
家
さ
ん
に
珍

し
い
品
種
が
あ
る
と
教
え
ら
れ
て
何

度
か
足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
お
餅

の
商
品
開
発
に
も
使
え
ま
す
し
、ま

た
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
単
体
で
販
売
も

出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、興
味

を
持
っ
て
い
ま
す
。

―�

就
農
の
キ
ッ
カ
ケ
、ど
う
や
っ
て
な
っ

た
の
か

元
々
農
業
に
従
事
し
て
い
た
父
親
が

急
に
亡
く
な
っ
た
事
で
、農
地
を
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
キ
ッ
カ
ケ
で
す
。

▲ 母親・兄と作業の様子

「
家
族
み
ん
な
で
協
力
し
な
が

ら
、毎
日
農
作
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
加
工
販
売
し
て
い
る
お

餅
は
美
味
し
か
っ
た
と
電
話
を
頂

く
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
も
っ

と
圃ほ

場
を
拡
大
し
て
、た
く
さ
ん

の
も
ち
米
を
栽
培
し
た
い
で
す
ね
」

と
話
す
乾
浩
之
さ
ん
で
す
。
も
ち

米
の
栽
培
を
メ
イ
ン
に
し
て
、お
餅

の
加
工
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
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―
趣
味
、ス
ト
レ
ス
発
散
方
法
は
？

釣
り
が
趣
味
で
す
。
最
近
船
を
買

い
替
え
て
、
家
族
で
釣
り
に
行
く
こ

と
が
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
っ
て
い
ま
す
。

舞
鶴
に
よ
く
行
っ
て
い
て
、新
鮮
な
鯛

等
が
釣
れ
て
お
ス
ス
メ
で
す
。
た
だ
、

釣
り
は
好
き
で
も
船
酔
い
に
は
悩
ま

さ
れ
て
ま
す（
笑
）

―�

健
康
づ
く
り
、体
力
勝
負
だ
と
思
う

が
、実
践
し
て
い
る
こ
と
は
あ
る
か

一
日
の
多
く
の
時
間
を
占
め
る
の
が

お
餅
の
配
達
に
な
り
ま
す
が
、配
達

中
は
早
歩
き
を
し
て
運
動
不
足
の
解

消
に
努
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―�

農
家
以
外
の
仕
事
を
す
る
な
ら
何

が
し
た
い
か
、し
て
る
と
思
う
か

漁
師
で
す
。
趣
味
の
釣
り
を
仕
事

に
結
び
付
け
ら
れ
ま
す
し
、や
っ
ぱ
り

釣
り
が
大
好
き
な
の
で
。

―
農
家
さ
ん
と
の
交
流
は
？

古
川
・
菱
川
・
巨
椋
池
等
で
圃
場

が
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

圃
場
近
隣
の
農
家
さ
ん
が
栽
培
の
方

法
や
そ
の
土
地
の
情
報
等
を
教
え
て

く
れ
、就
農
当
初
か
ら
役
に
立
つ
ア
ド

バ
イ
ス
を
地
元
の
農
家
さ
ん
か
ら
教

え
て
貰
っ
て
い
ま
す
。
親
切
な
方
々
ば

か
り
で
、非
常
に
有
難
く
思
っ
て
い
ま

す
。

―
農
業・こ
の
仕
事
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

「
美
味
し
か
っ
た
」
と
直
接
声
が
聞

け
る
こ
と
で
す
。
直
売
所
や
道
の
駅

で
購
入
し
た
お
客
様
が
電
話
を
し
て

き
て
く
れ
、お
礼
を
言
わ
れ
る
こ
と
が

嬉
し
い
で
す
。
関
東
の
方
が
、一
度
買
っ

て
か
ら
今
ま
で
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
た

り
、そ
れ
が
や
り
が
い
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。あと

は
、自
由
に
時
間
が
使
え
ま
す
。

（
釣
り
に
行
け
る
の
で
。）

■�

前
回
号
植
松
さ
ん
か
ら
の
質
問

　�「
農
業
ま
た
人
生
に
お
い
て
挑
戦
し

て
み
た
い
こ
と
は
？
」

新
商
品
の
開
発
と
販
売
経
路
の
拡

大
は
常
に
考
え
て
い
ま
す
が
、現
在

で
も
商
品
自
体
が
足
り
な
く
な
る
こ

と
が
多
い
の
で
、ま
ず
は
圃
場
を
拡

大
し
て
いっ
て
供
給
量
を
増
や
し
て
い

き
た
い
で
す
。

羽束師支店

乾
いぬい

　浩
ひろ

之
ゆき

さん（38）

▲ 左前：来夢（らいむ）ちゃん ８歳
　 左奥：輝星（らいと）くん　 ７歳
　 右奥：湊翔（みなと）くん　 ３歳
　 右前：朱里（あかり）ちゃん １歳

▲ 販売してる商品 ▲ 自宅前にある無人販売機

▲ 古川・菱川・巨椋池で260㌃の圃場

美
味
し
さ
を
提
供
で
き
る
の
も

家
族
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
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当
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
５
月
21
日
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
よ
り
、昨
年

度
に
引
き
続
き
書
面
議
決
に
よ
る「
第
26

回
Ｊ
Ａ
京
都
中
央
女
性
部
総
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

書
面
議
決
に
際
し
女
性
部
員
は
参
集
せ

ず
、事
前
に
支
部
長
宛
議
案
資
料
を
送
付

し
、総
会
開
催
予
定
日
と
合
わ
せ
た
22
日
を

目
途
に
議
案
に
つ
い
て
賛
成
・
反
対
の
回
答

を
求
め
ま
し
た
。

各
支
部
代
表
14
人
が
書
面
で
出
席
を
し
、

２
０
２
０
年
度
活
動
報
告
並
び
に
２
０
２
０

年
度
収
支
決
算
報
告
の
承
認
に
つ
い
て
、

２
０
２
１
年
度
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
な
ど

５
議
案
が
議
決
権
行
使
書
に
よ
り
原
案
ど

お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

志
渡
岡
志
津
子
部
長
は
、「
も
う

少
し
、も
う
少
し
だ
け
、と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
戦
っ
て
き
た
皆
様
、

笑
顔
を
忘
れ
ず
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
で
し
ょ
う
か
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。
一
日

も
早
く
皆
様
と
集
ま
り
、私
達
女

性
部
の
新
た
な
日
常
を
取
り
戻
し

ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ま
で
も
う
少
し
、

土
と
語
り
合
い
な
が
ら
待
ち
ま
し
ょ

う
。
見
え
て
き
た
一
筋
の
光
が
、皆
様
に
降

り
注
ぎ
ま
す
よ
う
に
」と
話
し
た
。

▽
新
役
員（
敬
称
略
）

部
長
＝
志
渡
岡
　
志
津
子（
羽
束
師
）

副
部
長
＝
坂
本
　
朋
子（
大
原
）

女
性
協
担
当
＝
増
田
　
仁
美（
市
原
野
）

会
計
＝
五
十
棲
　
登
代
子（
神
足
）

本
部
役
員
＝
齊
藤
　
洋
子（
乙
訓
）

本
部
役
員
＝
湯
川
　
眞
知
子（
海
印
寺
）

本
部
役
員
＝
小
泉
　
豊
子（
大
山
崎
）

本
部
役
員
＝
安
田
　
洋
子（
向
日
）

本
部
役
員
＝
村
上
　
貴
美
代（
大
原
野
）

本
部
役
員
＝
村
田
　
京
子（
淀
）

本
部
役
員
＝
今
堀
　
朱
美（
洛
南
）

本
部
役
員
＝
伊
佐
　
妙
子（
岩
倉
）

本
部
役
員
＝
常
本
　
尚
美（
花
脊
）

監
査
委
員
＝
宮
本
　
玲
子（
向
島
）

監
査
委
員
＝
上
村
　
雅
美（
大
原
野
）

第
２６
回
Ｊ
Ａ
京
都
中
央
女
性
部
総
会
を
書
面
に
て
開
催

地
元
小
学
生
へ
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
起
し
体
験
を
実
施

◆
本
部

◆
羽
束
師
支
店

Ｊ
Ａ
京
都
中
央
羽
束
師
支
店
女
性
部

サ
ー
ク
ル「
羽
束
師
フ
ァ
ー
ム
」
は
７
日
、支

店
管
内
の
畑
で
羽
束
師
小
学
校
の
２
年
生

が
定
植
し
た
じ
ゃ
が
い
も
の
掘
り
起
し
体
験

を
実
施
し
ま
し
た
。

食
農
教
育
の
一
環
と
し
て
、数
十
年
以
上

続
く
イ
ベ
ン
ト
で
、昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
子
供
達
の
収
穫
体
験
は
出

来
な
か
っ
た
が
、今
年
は
２
年
生
の
児
童
達

約
１
０
０
名
を
対
象
に
収
穫
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

児
童
達
は
、初
め
て
の
収
穫
体
験
に
苦
労

し
な
が
ら
も
、女
性
部
員
達
の
説
明
を
丁

寧
に
聞
き
、採
れ
た
じ
ゃ
が
い
も
を
友
人
達

と
見
比
べ
た
り
し
、終
始
笑
顔
で
楽
し
ん
で

い
る
様
子
で
し
た
。

最
後
は
大
き
な
声
で「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」と
女
性
部
員
達
へ
感
謝
を
伝
え

て
収
穫
し
た
じ
ゃ
が
い
も
を
自
慢
げ
に
持
ち

帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

▲ 総会資料

5/21

6/7

▲ 収穫体験を行う小学生と女性部員

▲ 実際に収穫したじゃがいも
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ニューストピックス ニューストピックス

▽
全
国
本
部
表
彰 

　
【
優
績
表
彰
】

　
　

榎
本　

慎（
東
向
日
支
店
）

　
　

村
上　

拓
哉（�

洛
南
支
店�

竹
田
出
張
所
）

　
　

丸
田　

昌
裕（
向
島
支
店
）

▽
京
都
府
本
部
年
間
優
績
表
彰 

　
【
優
績
表
彰
】

　
　

小
泉　

厚
志（
神
足
支
店
）

　
　

能
勢　

拓
弥（
洛
南
支
店
）

　
　

山
田　

尚
義（
向
日
支
店
）

　
　

平
井　

勇
佑（
洛
南
支
店
）

　
　

鳥
居　

謙
太（
久
世
支
店
）

　
　

今
堀　

貴
司（
大
山
崎
支
店
）

　
　

橋
本　

翔
伍（
向
日
支
店
）

　
　

藤
森　

泰
祐（
海
印
寺
支
店
）

　
　

森
井　

達
也（
向
島
支
店
）

　
　

竹
本　

隆
盛（
久
世
支
店
）

　
　

橋
本　

嵩
之（
淀
支
店
）

　
　

樫
内　

祥
平（
大
原
野
支
店
）

▽
部
門
別
新
規
契
約
優
績
表
彰

　
【
介
護
共
済
の
部
】

　
　

斉
藤　

敬
介（
久
世
支
店
）

　
【
生
活
障
害
共
済
の
部
】

　
　

村
上　

拓
哉（�

洛
南
支
店�

竹
田
出
張
所
）

　
【
特
定
重
度
疾
病
共
済
の
部
】

　
　

丸
田　

昌
裕（
向
島
支
店
）

　
【
建
物
更
生
共
済
の
部
】

　
　

榎
本　

慎（
東
向
日
支
店
）

▽
ニ
ュ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
特
別
表
彰

　
　

村
上　

拓
哉（�

洛
南
支
店�

竹
田
出
張
所
）

　
　

丸
田　

昌
裕（
向
島
支
店
）

　
※
敬
称
略

　
※�（　

）は
２
０
２
０
年
度
在
籍
し
た�

支
店
で
す
。

▽
年
間
推
進
項
目
表
彰

複
合
・
総
合
渉
外
担
当
者
部
門

【
給
与
振
込
の
部
】

　

第
１
位　

鳥
居　

謙
太（
久
世
支
店
）

【
個
人
向
け
Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
の
部
】

　

第
１
位　

丸
田　

昌
裕（
向
島
支
店
）

▽
年
間
総
合
優
秀
賞 

【
複
合
・
総
合
渉
外
担
当
者
部
門
】

　

鳥
居　

謙
太（
久
世
支
店
）

　

丸
田　

昌
裕（
向
島
支
店
）

　

永
井　

健
人（
神
足
支
店
）

　

蔭
山　

晋
伍（
羽
束
師
支
店
）

　

松
尾　

拓
郎（
羽
束
師
支
店
）

　

平
井　

勇
佑（
洛
南
支
店
）

　

小
泉　

厚
志（
神
足
支
店
）

　

藤
森　

泰
祐（
海
印
寺
支
店
）

　

斉
藤　

敬
介（
久
世
支
店
）

　

村
上　

拓
哉（�

洛
南
支
店�

竹
田
出
張
所
）

　

竹
本　

隆
盛（
久
世
支
店
）

　

森
井　

達
也（
向
島
支
店
）

　

能
勢　

拓
弥（
洛
南
支
店
）

　

玉
井　
　

博（
神
足
支
店
）

　
※
敬
称
略

　
※�（　

）は
２
０
２
０
年
度
在
籍
し
た�

支
店
で
す
。

Ｊ
Ａ

-

１
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
２
０
結
果
発
表

5/7Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
京
都
主
催
の「
２
０
２
０
年
度
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
京
都
推
進

大
会
」が
開
催
さ
れ
、「
２
０
２
０
年
度
Ｊ
Ａ‐１
グ
ラ
ン
プ
リ
」の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
で
は
２
０
２
０
年
度
府
内
Ｊ
Ａ
90
店
舗
を
対
象
に
、優

秀
な
成
績
を
収
め
た
店
舗
や
担
当
者
が
表
彰
さ
れ
Ｊ
Ａ
京
都
中
央
か

ら
は
年
間
総
合
表
彰【
複
合
・
総
合
渉
外
担
当
者
部
門
】の
第
３
位
に

鳥
居
謙
太
渉
外（
久
世
支
店
）が
見
事
受
賞
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
受
賞
者
は
以
下
の
通
り
で
す
。

２
０
２
０
年
度 

優
績
恒
常
推
進
担
当
者
表
彰
結
果

5/27Ｊ
Ａ
共
済
連
主
催
の「
２
０
２
０
年
度�

優
績
恒
常
推
進
担
当
者
表

彰
」が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

同
賞
は
、府
下
Ｊ
Ａ
の
Ｌ
Ａ（
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）の
２
０
２
０
年
度

普
及
推
進
活
動
に
お
い
て
、優
秀
な
成
績
を
収
め
た
担
当
者
を
称
え
る

も
の
で
す
。

Ｊ
Ａ
京
都
中
央
か
ら
は
、次
の
Ｌ
Ａ
が
受
賞
し
ま
し
た
。

▲ 京都府本部年間優績表彰者▲ 全国本部表彰３名（左から丸田渉外・榎本渉外・村上渉外）
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２
０
２
０
年
産
米
は
、「
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン

カ
」が
西
日
本
以
南
地
域
に
大
発
生
し
、

管
内
に
お
い
て
も
広
域
的
に
全
域
で
過

去
に
例
が
な
い
程
の
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

本
年
、奈
良
県
で
は
、
１
９
４
８
年

以
降
最
も
早
く
飛
来
が
確
認
さ
れ
、昨

年
か
ら
比
較
し
て
も
１
ヶ
月
早
い
発
生

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、

大
阪
府
、徳
島
県
、静
岡

県
な
ど
で
も
昨
年
よ
り
早

い
時
期
か
ら
確
認
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

京
都
府
で
は
、
６
月

１
日
現
在
、府
内
３
箇
所

（
京
田
辺
市
、
亀
岡
市
、

京
丹
後
市
）の
予
察
灯
で
は
、誘
殺
を

認
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

昨
年
は
、
８
月
上
旬
に
誘
殺
を
認
め

て
お
り
ま
す
。

今
後
、病
害
虫
防
除
所
の
予
察
情
報

を
注
視
し
、ほ
場
を
こ
ま
め
に
観
察
す

る
こ
と
や
営
農
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
、

Ｊ
Ａ
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
、営
農
メ
ンバ
ー
ズ
メ
ー

ル（
会
員
制
・
無
料
）で
も
情
報
を
配
信

し
て
参
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ

い
。※

営
農
メ
ン
バ
ー
ズ
メ
ー
ル
の
会
員
登

録
等
は
、10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。予

察
情
報
や
本
田
で
の
発
生
状
況
に

応
じ
て
次
の
殺
虫
剤
等
を
参
考
に
散
布

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
粒
剤
：
ス
タ
ー
ク
ル
粒
剤
、パ
ダ
ン

バ
ッ
サ
粒
剤
、ト
レ
ボ
ン
粒
剤
な
ど

▼
乳
剤
・
水
溶
剤
・
液
剤
：

ス
タ
ー
ク
ル
顆
粒
水
溶
剤
、ト
レ
ボ
ン

乳
剤
、Ｍ
Ｒ
．ジ
ョ
ー
カ
ー
Ｅ
Ｗ
な
ど

※
薬
剤
の
選
定
や
カ
メ
ム
シ
類
の
同
時

防
除
等
、時
期
や
防
除
方
法
に
つ
い
て

は
、各
経
済
セ
ン
タ
ー
や
営
農
販
売
課

ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▲ 株元に群がる
長翅型成虫と短翅型成虫

▲ 2021年6月8日発信 No.552

▲ 毎週火曜日に発信している
営農ウィークリーNEWS 

2021年6月1日発信 No.551

▲ 2020年トビイロウンカ被害の様子

トビイロウンカの飛来に
注意してください
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ネ
ギ
栽
培
に
お
い
て
は
平
成
28
年
か
ら
シ
ロ
イ
チ

モ
ジ
ヨ
ト
ウ
の
加
害
が
増
え
始
め
、防
除
が
困
難
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、伏
見
区
淀
地
域
で
は
平

成
30
年
～
令
和
２
年
の
３
年
間
、「
淀
ネ
ギ
の
会
」が

中
心
と
な
り
、交
信
か
く
乱
剤（
性
フェロ
モ
ン
）を
用

い
た
防
除
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

◆
シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ
ト
ウ
の
被
害

　

シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ
ト
ウ
の
幼
虫
は
薄
緑
色
で
横
に
白

い
線
が
入
っ
て
い
ま
す
。
体
長
は
10
～
30
ミ
リ
で
、ネ

ギ
の
内
側
か
ら
表
皮
を
残
し
て
食
害
し
、葉
が
枯
れ

て
商
品
価
値
が
な
く
な
り
ま
す
。

◆
交
信
か
く
乱
に
よ
る
防
除
の
仕
組
み

　

用
い
た
の
は
、長
さ
20
セ
ン
チ
の
針
金
状
の
チ
ュ
ー
ブ

に
性
フェロ
モ
ン
が
入
っ
た「
ヨ
ト
ウ
コン－
Ｓ
」

と
い
う
製
剤
で
、10ａ
当
た
り
１
０
０
本
～

１
２
０
本
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ
ト
ウ
の
雌
成
虫（
蛾
）

は
性
フェロ
モ
ン
で
雄
を
呼
び
寄
せ
ま
す
が
、

交
信
か
く
乱
剤
が
ほ
場
に
充
満
す
る
と

雄
が
雌
を
見
つ
け
ら
れ
な
く
な
り
、交
尾

が
で
き
な
い
た
め
次
世
代
の
密
度
が
抑
制

さ
れ
ま
す
。

◆
３
年
間
の
取
り
組
み
結
果

　

交
信
か
く
乱
剤
を
設
置
し
た
区
で
は
、

設
置
し
て
い
な
い
区
と
比
べ
る
と
、ト
ラ
ッ

プ
へ
の
成
虫
飛
来
数
が
減
少
し
、幼
虫
に

よ
る
被
害
株
率
も
３
年
間
の
取
り
組
み

で
年
々
減
少
し
ま
し
た
。
取
り
組
み
の
継

続
で
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
京
都
府
病
害
虫
防
除
所
の
調
査
結
果

　

令
和
２
年
度
に
行
わ
れ
た
京
都
府
病

害
虫
防
除
所
の
調
査
に
よ
る
と
、交
信
か
く
乱
剤
を

設
置
し
た
淀
地
域
で
は
、設
置
を
し
て
い
な
い
近
隣

産
地
に
比
べ
て
シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ
ト
ウ
の
被
害
株
率
が

低
く
抑
え
ら
れ
、交
信
か
く
乱
剤
の
効
果
と
考
え
ら

れ
ま
し
た
。

◆
令
和
３
年
度
の
取
り
組
み

　

生
産
者
か
ら
は
、「
農
薬
防
除
だ
け
で
は
シ
ロ
イ
チ

モ
ジ
ヨ
ト
ウ
の
防
除
に
限
界
が
あ
る
の
で
交
信
か
く

乱
剤
を
継
続
し
た
い
」
と
い
う
声
が
あ
が
り
、令
和

３
年
度
も
設
置
さ
れ
、関
係
機
関
に
よ
る
調
査
も
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
薬
剤
防
除
も
重
要

　

８
月
中
旬
に
は
シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ
ト
ウ
発
生
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
の
で
、今
の
時
期
か

ら
ネ
ギ
ほ
場
を
よ
く
観
察
し
、

発
生
初
期
に
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く

薬
剤
防
除
を
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

２
０
２
０
年
産
米
は
、当
Ｊ
Ａ
管
内
の
西
南
部
地
域
を
中
心
に
植

付
け
時
よ
り
、「
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
）」に
よ
る
食

害
の
被
害
が
例
年
に
な
く
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

１
９
８
０
年
代
に
食
用
目
的
で
日
本
に
導
入
さ
れ
た
ス
ク
ミ
リ
ン

ゴ
ガ
イ（
通
称
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
）は
野
生
化
し
、基
本
的
に
柔
ら
か
い

葉
を
好
ん
で
食
べ
、移
植
直
後
の
イ
ネ
で
食
害
に
よ
る
欠
株
の
被
害

が
発
生
し
ま
す
。

被
害
状
況
の
特
徴
で
す
が
、田
植
え
後
20
日
ま
で
の
イ
ネ
が
柔
ら

か
い
時
期
に
集
中
し
て
お
り
、水
温
が
高
く
な
る
ほ
ど
活
動
が
活
発

に
な
り
被
害
が
増
加
し
ま
す
。

ま
た
、深
水
に
な
る
田
面
の
低
い
箇
所
や
マ
ク
ラ
周
辺
に
被
害
が

目
立
ち
、大
型
に
な
る
ほ
ど
食
害
量
は
大
き
く
な
り
ま
す
。

毎
年
被
害
が
発
生
す
る
ほ
場
で
は
、移
植
直
後
に
防
除
薬
剤
の「
ス

ク
ミ
ノ
ン
粒
剤
」を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

薬
剤
の
散
布
は
、湛
水
状
態
で
、ほ
場
の
発
生
状
況
に
応
じ
て
、ほ

場
全
面
に
均
一
散
布
、

深
水
部
分
へ
の
局
所
的

な
散
布
、額
縁
散
布
な

ど
を
行
って
く
だ
さ
い
。

ま
た
、散
布
後
、確

実
な
効
果
の
た
め
少

な
く
と
も
３
～
４
日

間
は
湛
水
状
態（
水
深

３
～
５㎝
）を
保
ち
、魚

類
、甲
殻
類
等
に
影
響

が
出
な
い
よ
う
７
日
間

は
落
水
、か
け
流
し
は

し
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

（
京
都
乙
訓
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
寄
稿
）

▲ シロイチモジヨトウの幼虫▲ シロイチモジヨトウの被害

▲ 交信かく乱剤の設置（令和元年）

▲ 水稲苗を食害するジャンボタニシ

ネ
ギ
交
信
か
く
乱
剤
に
よ
る
防
除

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の

防
除
に
つ
い
て
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経
済
部
営
農
販
売
課
か
ら
身
近
な
情
報
を
提

供
し
て
い
る「
営
農
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」に

加
え
て
、組
合
員
さ
ん
の
手
元
ま
で
情
報
を
配
信

す
る
サ
ー
ビ
ス「
Ｊ
Ａ
京
都
中
央
営
農
情
報
メ
ン

バ
ー
ズ
メ
ー
ル
」と
し
て
取
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。情

報
の
内
容
は
、農
業
生
産
の
現
場
に
お
い
て

役
立
つ「
気
象
情
報
」「
病
害
虫
発
生
予
報
情
報
」

等
を
配
信
し
て
お
り
ま
す
。　　
　

こ
の
機
会
に
是
非
、ご
入
会
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
登
録
は
、お
手
持
ち
の
携
帯
電
話
よ
り

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
案
内
に
従
っ

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

「
Ｊ
Ａ
京
都
中
央
営
農
情
報
メ
ンバ
ー
ズ
メ
ー
ル
」

の
情
報
を
取
得
す
る
た
め
の
条
件
と
し
て
、次
の

と
お
り
と
し
て
お
り
ま
す
。 

① 

Ｊ
Ａ
京
都
中
央
の
組
合
員
及
び
役
職
員
。 

② 

購
買
品
供
給
に
係
る
口
座
振
替
登
録
が
設
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

※ 

会
員
登
録
に
は
、「
組
合
員
コ
ー
ド（
10
桁
）が

必
要
」で
す
。

購
買
代
金
請
求
書
又
は
、購
買
代
金
ご
利
用

明
細
書
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

※ 

営
農
情
報
の
取
組
み
は「
組
合
員
限
定
」サ
ー

ビ
ス
で
す
。

※ 

情
報
は
無
料
で
す
が
画
像
な
ど
受
信
の
際
は
、

受
信
料
が
必
要
で
す
。

情
報
メ
ー
ル
到
着
後
、審
査
期
間
中（
組
合
員

さ
ん
有
無
等
を
確
認
）は
情
報
メ
ー
ル
が
配
信

さ
れ
ま
す
が
、審
査
の
結
果
、会
員
の
条
件
に

適
合
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、自
動
的

に
送
信
を
停
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※ 

迷
惑
メ
ー
ル
対
策
な
ど
で
、「
メ
ー
ル
の
受
信/

拒
否
設
定
」が
設
定
し
て
あ
る
場
合
、指
定
し

た
宛
先
か
ら
し
か
メ
ー
ル
が
受
信
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は

「kyo-ja.com

」か
ら
の
メ
ー
ル
が
受
信
で
き
る

よ
う
に
設
定
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▲ 営農情報メンバーズ
メールの情報画面

▲ JA京都中央LINE
の情報画面

◆ＪＡ京都中央×ＬＩＮＥ お友だち募集中！
ＪＡ京都中央から事業全般の情報を配信しております。

・ＱＲコードから登録してください。
・ＩＤ検索から登録：検索ＩＤ＠ja_kyotochuou

４
月
28
日
、京
都
府
花
き
生
産
連
合
会
主
催

に
よ
る
京
都
府
春
季
花
き
品
評
会
が
京
都
市
花

き
地
方
卸
売
市
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、府
内
各
地
域
よ
り
切
花
・
枝
物
45

点
と
鉢
物
・
苗
物
21
点
が
出
品
さ
れ
、特
別
賞

の
京
都
市
長
賞
に「
ウ
ツ
ギ
」を
出
品
さ
れ
た
洛

南
支
店
管
内
の
樹
下
博
治
さ
ん
。「
ベ
ゴ
ニ
ア
・
ス

プ
リ
ン
ト
」
を
出
品
さ
れ
た
向
島
支
店
管
内
の

原
田
勲
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
京
都
中
央
管
内
の
特
別
賞
の
受
賞
者
は

次
の
と
お
り

▽
京
都
市
長
賞

・「
ウ
ツ
ギ
」樹
下
博
治
さ
ん（
洛
南
支
店
管
内
）

・ 「
ベ
ゴ
ニ
ア
・
ス
プ
リ
ン
ト
」
原
田
勲
さ
ん（
向
島

支
店
管
内
）

▲ ベゴニア・スプリント 原田勲さん ▲ ウツギ 樹下博治さん

配信登録フォーム
http://www.kyo-ja.com/members_mail/touroku.html

「ＪＡ京都中央営農情報メンバーズ
メール」 会員を募集中！

2021年度京都府春季花き品評会
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平
素
は
、Ｊ
Ａ
各
事
業
に
つ
い
て
格
別
な
る
ご
協
力

並
び
に
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、去
る
４
月
20
日
よ
り
、皆
様
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
が
、西
南
部
経
済
セ
ン
タ
ー

事
務
所
及
び
店
舗
は
、旧
向
日
支
店
に
て
、通
常
営

業
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

移
転
に
伴
い
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
が
変
更
し
て
お

り
ま
す
の
で
、お
間
違
え
の
な
い
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、「
向
島
事
業
セ
ン
タ
ー
」に
お
い
て
は
、肥
料
・

農
薬
の
み
の
取
扱
販
売
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

「
向
島
事
業
セ
ン
タ
ー
」は
、購
買
品
取
扱
登
録
が

さ
れ
て
い
る
方
の
み
が
利
用
可
能
と
な
っ
て
お
り
、現

金
で
の
取
扱
は
、出
来
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ

さ
い
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
お
引
き
立
て
ご
愛
顧
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
働
き
方
改
革
に
よ
る
新
た
な
休
業
日
に
つ
い
て

北
部
経
済
セ
ン
タ
ー
・
西
南
部
経
済
セ
ン
タ
ー
・
向

島
事
業
セ
ン
タ
ー
店
舗
に
つ
い
て
は
、本
年
度
通
常
の

休
業
日
以
外
に
来
る
、
８
月
12
日（
木
曜
日
）、
８
月

13
日（
金
曜
日
）、
８
月
14
日（
土
曜
日
）、
８
月
15
日

（
日
曜
日
）は
、臨
時
休
業
致
し
ま
す
。

◆西南部経済センター
〒６１７－０００５　京都府向日市向日町南山８
ＴＥＬ（０７５）９３２－０００３　ＦＡＸ（０７５）９３２－００１１
※店舗営業日：平日及び土・日曜日
店舗営業時間：平日➡午前９時～午後５時
　　　　　　　土・日曜日➡午前９時～正午12時
・休業日：祝日
※毎月、月末の平日は、棚卸業務のため、店舗営業時間は、午後３時まで

◆向島事業センター
〒６１２－８１５５　京都市伏見区向島東定請１５５
ＴＥＬ（０７５）６１１－０９０５　ＦＡＸ（０７５）６０２－１２６３
※店舗営業日：平日のみ
店舗営業時間：平日➡午前９時～午後３時
・休業日：土・日曜日、祝日

西南部経済センター・向島事業センター
店舗におけるお知らせ
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連載
第10回

む
ら
こず
ろ
よい
あれ
ふ

人
生に
加
える
ちょっと
し
たお
話

弁
護
士
・
弁
理
士
・
薬
剤
師 

加か

古こ 

尊た
か

温は
る

加
古
総
合
法
律
特
許
事
務
所

多
く
の
組
合
員
さ
ん
も
悩
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
わ
れ
る「
無
断
駐
車
」に
つ
い
て
、ど
の
よ
う

な
点
に
注
意
す
れ
ば
良
い
の
か
、ど
の
よ
う
に
対

応
す
れ
ば
良
い
の
か
、最
低
限
の
知
識
に
な
り
ま

す
が
、覚
え
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
お

話
し
し
ま
す
。

ま
ず
、よ
く
間
違
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
が
、

警
察
に
通
報
す
れ
ば「
す
べ
て
」
解
決
し
て
も
ら

え
る
は
ず
と
思
わ
れ
て
い
る
組
合
員
さ
ん
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

警
察
が
勝
手
な
駐
車
に
対
応
で
き
る
の
は
、

「
公
道
」に「
違
法
駐
車
」
さ
れ
て
い
る
車
両
だ

け
で
あ
り
、残
念
な
が
ら
、組
合
員
さ
ん
が
所
有

さ
れ
て
い
る
駐
車
場
等
の「
私
有
地
」や「
私
道
」

に「
無
断
駐
車
」さ
れ
て
い
る
車
両
を
取
り
締
ま

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
違
法
駐
車
」は
、悪
質
な
場
合
、刑
事
裁
判

手
続
き
ま
で
科
せ
ら
れ
る
た
め
、警
察
が
対
応

で
き
る
の
で
す
が
、「
私
有
地
」や「
私
道
」の「
無

断
駐
車
」は
、ど
れ
だ
け
悪
質
な
場
合
で
も
、刑

事
手
続
き
ま
で
科
さ
れ
な
い
の
で
、警
察
が
対
応

で
き
な
い
の
で
す
。

例
外
と
し
て「
無
断
駐
車
」で
も
、盗
難
車
両

が
勝
手
に
駐
車
さ
れ
た
場
合
に
は
、刑
法
の「
窃

盗
罪
」に
当
た
る
た
め
刑
事
手
続
き
ま
で
科
さ

れ
ま
す
の
で
、警
察
も
対
応
で
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
無
断
駐

車
さ
れ
て
い
る
盗
難
車
両
の

可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
、警
察
に
電
話
で
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
は
、
警
察
に
電
話

で
通
報
し
て
も「
無
断
駐
車
」に
対
応
し
て
も
ら

え
な
か
っ
た
場
合
、ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
良

い
か
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
は
、「
無
断
駐
車
」し
て
い
る
車
両
の
フ
ロ

ン
ト
ガ
ラ
ス
に
、「
無
断
駐
車
で
す
。
○
月
○
日

ま
で
に
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。
撤
去
さ
れ
な
い
場

合
、無
断
駐
車
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
賠
償

金
を
求
め
る
法
的
手
続
を
と
り
ま
す
。」と
の
貼

り
紙
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、一

時
的
に
無
断
駐
車
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
、貼
り

紙
に
よ
っ
て
夜
間
な
ど
知
ら
な
い
間
に
撤
去
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
こ
の
と
き
に
注
意
し
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
は
、フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
貼
り
紙

を
す
る
と
き
に
糊
や
接
着
剤
は
使
わ
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
心
情
的
に
は
、フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
全
面

に
し
っ
か
り
と
糊
付
け
な
ど
し
て
貼
り
紙
を
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、剥
が
せ
な
く
な
っ
た
場
合
等
、

た
と
え「
無
断
駐
車
」で
あ
っ
て
も
、剥
が
せ
な

く
な
っ
た
場
合
等
の
責
任
は
貼
っ
た
方
に
あ
り
、

貼
り
方
が
ひ
ど
い
と
き
に
は
賠
償
金
ま
で
求
め
ら

れ
ま
す
の
で
、く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
貼
り
紙
を
し
て
か
ら
１
週
間
く

ら
い
経
っ
て
も
撤
去
し
て
も
ら
え
な
い
場
合
で
も

絶
対
に
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
分
で
勝
手
に
業
者
さ
ん
を
呼
ん
で
撤
去
し
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、「
自
力
救
済
の
禁

止
」と
呼
ば
れ
て
お
り
、こ
れ
を
行
っ
て
し
ま
い
ま

す
と
、「
無
断
駐
車
」
し
た
本
人
か
ら
、逆
に
損

害
賠
償
を
求
め
ら
れ
て
し
ま
い
、裁
判
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、業
者
さ
ん

に
電
話
を
か
け
て
も
、「
自
力
救
済
の
禁
止
」に

当
た
る
こ
と
が
分
か
っ
た

場
合
、撤
去
を
行
っ
て
も

ら
え
ま
せ
ん
。
例
外
と
し

て
、「
無
断
駐
車
」
し
た

本
人
が
車
両
の
所
有
者

で
あ
り
、そ
の
本
人
か
ら
処
分
し
て
も
構
わ
な
い

と
の
同
意
書
を
と
れ
た
場
合
の
み
、場
合
に
よ
っ

て
は
業
者
さ
ん
が
撤
去
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
と
き
同
意
書
に
実
印
を
押
し
て

印
鑑
証
明
書
ま
で
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、詳
し
い
こ
と
は
業
者
さ
ん
に
尋
ね
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
貼
り
紙
を
し
て
も「
無
断
駐
車
」

の
車
両
を
撤
去
し
て
も
ら
え
ず
、同
意
書
も
と

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
業
者
さ
ん
に
も
撤

去
し
て
も
ら
え
な
い
場
合
、弁
護
士
に
依
頼
し
て
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
か
ら
車
両
の
所
有
者
や
使
用

者
を
調
べ
て
も
ら
っ
た
上
で
、車
両
の
所
有
者
と

使
用
者
宛
に
弁
護
士
名
で
書
面
を
送
っ
て
も
ら

い
、撤
去
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。
弁
護
士
は
、通

常
、車
両
の
所
有
者
と
使
用
者
に
対
し
て
、弁
護

士
名
で
書
面
を
送
っ
た
後
、業
者
さ
ん
と
打
ち
合

わ
せ
を
し
た
上
で
、先
ほ
ど
ご
説
明
し
た
同
意
書

を
取
れ
る
よ
う
に
、所
有
者
と
使
用
者
に
働
き

か
け
ま
す
。
こ
れ
で
同
意
書
が
取
れ
れ
ば
、業
者

さ
ん
に
依
頼
し
て
撤
去
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

そ
れ
で
も
、撤
去
に
応
じ
な
い
場
合
に
は
、や

む
を
得
ず
、土
地
明
渡
請
求
の
裁
判
を
起
こ
し

た
上
で
、裁
判
所
に
よ
る
強
制
執
行
に
よ
っ
て
、

強
制
的
に
車
両
を
撤
去
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
手
続
き
に
よ
っ
て

か
か
る
費
用
が
随
分
と
変

わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、さ
ら
に

詳
し
い
こ
と
は
、業
者
さ
ん

や
弁
護
士
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

第
10 
回
　
テ
ーマ

「
無
断
駐
車
」について
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No.24わ が 家 の 宝
物

ス マ イ ル キ ッ ズ

う ち の ペ ッ ト

JA京都中央管内の素敵なお子さまをご紹介します。

JA京都中央管内の可愛らしいペットをご紹介します。

元気いっぱいの２人が大好きです！
これからも兄妹仲良く、すくすく大きくなってね！

岡田　陵
りょうせい

聖くん　 3歳
　　　麗

れ い か

禾ちゃん １歳４ヶ月
　　　　　　　 （向島支店）

お父さん ： 卓也さん
お母さん ： 幸乃さん

ご主人は
小澤　大樹・亜季さん

（海印寺支店）

わんちゃんの名前：
アルちゃん（1歳） オス
人が大好きでみんなに愛される
やんちゃ犬です♪
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